
【3】 再編計画 

 

（１）上内小学校 

  [1] 学級数・児童数の推計            （平成１４年５月１日推計）  

年度 H14 年 H15 年 H16 年 H17 年 H18 年  H19 年 H20 年 

学級数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ５ 

児童数 ７３ ７１ ６４ ６２ ６０ ５４ ４９ 

 上内小学校は現在、児童数７３人、学級数６学級で全学年とも児童数は２０人を下回っている。平成１４年

度の児童数の推計では、平成２０年度には全校児童数は４９人となり、2 年生（児童数 5 人）と 3 年生（児童数

9 人）の複式学級が生じ、５学級規模校となる見込みである。 

 しかし、同校は市内最大の通学区域（約７．２ｋ㎡）を有し、校区最北東部の湯谷地区から同校までの通学

距離は約４．３５ｋｍ、隣接する吉野小学校までの道のりは約２ｋｍとなっている。 

 また、同校区内に九州新幹線の開通に伴う新大牟田駅建設に係わる地域開発が計画されており、特に、同

校区の大字岩本地域には交通拠点としての駅前広場等の整備、交流・創造拠点としての観光施設等の整備

等、新都市整備ゾーンとしての開発が予定されているところである。大牟田市と他都市を結ぶ拠点として発展し

ていくことが見込まれており、児童数の増加に繋がる要因も考えられ、現段階では、開発後の児童数を推計する

ことが困難な状況にある。 

 このような同校の地理的条件及び地域開発状況等を勘案し、隣接校の状況を含めて広域的に検討していく

こととする。 

（２）諏訪小学校と川尻小学校 

  [1] 学級数・児童数の推計           （平成１４年５月１日推計） 

  年度 H14 年 H15 年 H16 年 H17 年 H18 年 H19 年 H20 年 

諏

訪

小 

学級数 ６（１） ６（１） ６（１） ６（１） ６（１） ６（１） ６（１） 

児童数 
１４４

（５） 

１３４

（５） 

１２７

（５） 

１１７

（５） 

１１７

（５） 

１１８

（５） 

１０６

（５） 

川

尻

小 

学級数 １０ １０ ９ ９ １０ １１ １０ 

児童数 ２５６ ２５９ ２４６ ２４９ ２５３ ２６９ ２６４ 

（ ）は特学で外数 

  [2] 再編した場合の学校規模の推計（平成 18 年度以降） 

年度  H18 年度    Ｈ19 年度    Ｈ20 年度   

学級数 １２（１） １２（１） １２（１） 

児童数 ３７０（５） ３８７（５） ３７０（５） 

 

（ ）は特学で外数 

 



  [3] 施設の状況 

  （ア）敷地面積 

学校名  敷地面積 

諏訪小学校 １４，２６８㎡ 

川尻小学校 １３，７３８㎡ 

  （イ）校舎建設年度 

  諏訪小学校 川尻小学校 

校舎 昭和 38,39,40,62 年度建設 昭和 53,55 年度建設 

屋内運動場 昭和４７年度建設 昭和４５年度建設 

給食室 昭和３９年度建設 平成 ５年度建設 

プール 平成 ２年度建設 昭和６３年度建設 

 ※諏訪小学校は昭和 62 年に管理棟を大規模改造 

 諏訪小学校は、平成１８年度には児童数が１１７人（特殊学級児童数を除く）、６学級（特殊学級１を除く）と

なり、１学年２０人を下回る学年が４学年に増加する見込みである。諏訪小学校は、昭和２０年に現川尻小学

校及び現大正小学校の大規模校解消のため、分離創立されたが、川尻小学校と近接した学校配置となってい

る。 

 そこで、諏訪小学校と川尻小学校の歴史的経過及び通学距離、中学校区との関係を考慮し、諏訪小学校

と川尻小学校を再編し、通学区域を適切に定める。 

（３）天道小学校と笹原小学校 

  [1] 学級数・児童数の推計           （平成１４年５月１日推計） 

  年度 H14 年 H15 年 H16 年 H17 年 H18 年 H19 年 H20 年 

天

道

小 

学級数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

児童数 １３５ １２９ １２６ １１８ １０５ ９９ ９２ 

笹

原

小 

学級数 ７ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

児童数 ２２７ ２０６ ２００ １９６ １８７ １６６ １５６ 

 

  [2] 再編した場合の学校規模の推計（平成 18 年度以降）  

 年 度  H18 年度    H19 年度    H20 年度   

 学級数 １１ １０ ９ 

 児童数 ２９２ ２６５ ２４８ 

 

  [3] 施設の状況 

  （ア）敷地面積 

学校名 敷地面積 

天道小学校 １２，９６１㎡ 

笹原小学校 ２４，３８７㎡ 



 

  （イ）校舎建設年度 

  天道小学校 笹原小学校 

 校 舎 昭和５４年度建設 昭和 46,48,52 年度建設 

屋内運動場 平成 ２年度建設 昭和４８年度建設 

 給 食 室 昭和５４年度建設 平成 ６年度建設 

 プ ー ル 昭和５６年度建設 昭和６１年度建設 

  ※笹原小学校は平成 6 年、平成 7 年、平成 10 年に校舎全館を大規模改造 

 天道小学校は現在、児童数１３５人、６学級で、１学年２０人を下回る学年が２学年である。平成１８年度に

は児童数１０５人、６学級となり、１学年２０人を下回る学年が４学年に増加する見込みである。天道小学校は

昭和３０年に笹原小学校の大規模校解消を目的に同校から分離創立された歴史的経過を持っている。 

 そこで、天道小学校と笹原小学校の歴史的経過及び通学距離、中学校区との関係を考慮し、天道小学校

と笹原小学校を再編し、通学区域を適切に定める。 

（４）玉川小学校 

[1] 学級数・児童数の推計          （平成１４年５月１日推計） 

年度 H14 年 H15 年 H16 年 H17 年 H18 年 H19 年 H20 年 

学級数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

児童数 １５４ １４１ １３５ １２９ １２７ １２１ １１０ 

 

 玉川小学校は現在、児童数１５４人、６学級で、１学年２０人を下回る学年はないが、平成１８年度には児

童数１２７人、６学級となり、１学年２０人を下回る学年が２学年に増加する見込みである。 

 しかし、玉川小学校は市内南東端に位置し通学区域は約４．７ｋ㎡で、東西に長く広がっており、同校区最東

端の山口地域から同校までの通学距離は約３．１５ｋｍで通学時間は１時間以上を要する。同校から隣接する

小学校までは約３ｋｍと離れており、地域の広がりの状況から隣接する学校との再編を考えた場合、通学距離は

７ｋｍ以上になることが予測される。 

 このような同校の地理的条件及び市南東部地域における学校配置の状況を考慮し、今後も児童数の減少が

継続し、複式学級編制を行うことが予測される状況が出現した場合、その対応については、隣接校の状況を含

めて広域的に検討していくこととする。 

（５）上官小学校と大牟田小学校 

  [1] 学級数・児童数の推計           （平成１４年５月１日推計） 

   年度 H14 年 H15 年 H16 年 H17 年 H18 年 H19 年 H20 年 

上

官

小 

学級数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

児童数 １２７ １２１ １２１ １２４ １２９ １２６ １２０ 

大

牟

田

小 

学級数 １３ １３ １３ １３ １３ １２ １２ 

児童数 ３９８ ３９７ ３８９ ３８４ ３８１ ３４９ ３４３ 



 

  [2] 再編した場合の学校規模の推計（平成１８年度以降） 

 年度  H18 年度    H19 年度    H20 年度   

 学級数 １７ １５ １５ 

 児童数 ５１０ ４７５ ４６３ 

 

  [3] 施設の状況 

  （ア）敷地面積 

学校名 敷地面積 

上官小学校 １６，８６９㎡ 

大牟田小学校 １３，７３３㎡ 

 

  （イ）校舎建設年度 

  上官小学校 大牟田小学校 

校舎 昭和５２,５３年度建設 昭和２９,５７年度建設 

屋内運動場 昭和４６年度建設 昭和５２,５８年度建設 

給食室 昭和５３年度建設 昭和５７年度建設 

プール 昭和６０年度建設 昭和５７年度建設 

 

 上官小学校は現在、児童数１２７人、６学級で、１学年２０人を下回る学年が１学年であるが、平成１８年度

には児童数１２９人、６学級でほぼ現状維持で推移する見込みである。しかし、１学年２０人を下回る学年は２

学年に増加する見込みである。 

 そこで、通学距離及び中学校区との関係を考慮し、上官小学校と大牟田小学校を再編し、通学区域を適切

に定める。 （６）三里小学校と三川小学校 

  [1] 学級数・児童数の推計         （平成１４年５月１日推計） 

   年度 H14 年 H15 年 H16 年 H17 年 H18 年 Ｈ19 年 Ｈ20 年 

三

里

小 

学級数 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

児童数 １８５ １７４ １５８ １７１ １７５ １７６ １６４ 

三

川

小 

学級数 
１０

（１） 
９（１） ９（１） ９（１） ８（１） ７（１） ８（１） 

児童数 
２６９

（３） 

２５６

（３） 

２６１

（３） 

２５７

（３） 

２４９

（３） 

２４５

（３） 

２５１

（３） 

（ ）は特学で外数  

 

  [2] 再編した場合の学校規模の推計（平成 18 年度以降）        

年度  H18 年度    Ｈ19 年度    Ｈ20 年度   

学級数 １２（１） １２（１） １２（１） 

児童数 ４２４（３） ４２１（３） ４１５（３） 

（ ）は特学で外数  

 



  [3] 施設の状況 

  （ア）敷地面積 

学校名  敷地面積 

三里小学校 １２，９０１㎡ 

三川小学校 １７，１８７㎡ 

 

   （イ）校舎建設年度 

  三里小学校 三川小学校 

校舎 昭和５５年度建設 昭和５５年度建設 

屋内運動場 昭和４１年度建設 昭和４６年度建設 

給食室 平成 ４年度建設 昭和５５年度建設 

プール 平成 ３年度建設 昭和６３年度建設 

 

 三里小学校は現在、児童数１８５人で、学級数は６学級であり、１学年２０人を下回ることはないが、６学級

規模校で推移する見込みである。昭和８年に三里小学校の大規模校解消を目的に三川小学校が分離創立

されたが、両校は近接した学校配置となっている。また、両校区は住民が一体となった取り組みを行っており、地

域的なつながりも深い。 

 そこで、三里小学校と三川小学校の歴史的経過、地域の状況、通学距離及び中学校区との関係を考慮し、

三里小学校と三川小学校を再編し、通学区域を適切に定める。 

 


